
号
）
第
二
条

二

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
十
七
号
）

第
七
条

（
山
梨
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
企
画
部
」
を
「
企
画
県
民
部
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
三
号

山
梨
県
立
大
学
の
公
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
大
学
の
公
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
大
学
学
則
及
び
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
の
廃
止
）

第
一
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
山
梨
県
立
大
学
学
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
一
号
）

二
　
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）

（
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
し
、
第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学
が
成
立
す
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
四
号

山
梨
県
営
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
…
…
…
…
一

関
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
大
学
の
公
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
営
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
…
…
…
…
一

規
則

○
山
梨
県
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
山
梨
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
…
…
…
…
三

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
土
…
…
…
…
五

地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
十
二
号

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る

規
則

（
山
梨
県
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
則
及
び
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
施

行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
企
画
部
長
」
を
「
企
画
県
民
部
長
」
に
改
め
る
。

一

山
梨
県
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
八

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
日

号
外
第
二
十
号

火　曜　日



山
梨
県
営
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
公
営
企
業
の
金
融
機
関
を
指
定
す
る
規
則
等
の
廃
止
）

第
一
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
公
営
企
業
の
金
融
機
関
を
指
定
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
三
号
）

二
　
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）

三
　
山
梨
県
病
院
事
業
職
員
宿
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
九
号
）

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
及
び
第
五
号

を
削
り
、
第
六
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
、
中
央
病
院
、
北
病
院
」
を
削
り
、
同
号
を

同
項
第
三
号
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
が
成
立
す

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

山
梨
県
病
院
事
業
の
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
の
事
業
年
度
に
係
る
収
入
日
計
表
、支
払
日
計
表
、

収
支
金
報
告
、
受
払
報
告
、
預
金
現
在
高
証
明
及
び
決
算
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧

規
則
」
と
い
う
。）
第
五
十
五
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
及
び
第
百
二
十
六
条

第
二
項
中
「
企
業
出
納
員
」
と
あ
る
の
は
「
医
務
課
総
括
課
長
補
佐
」
と
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、

第
百
二
十
六
条
及
び
第
百
二
十
七
条
中
「
室
長
等
」
と
あ
る
の
は
「
医
務
課
長
」
と
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
旧
規
則
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
納
入
通
知
書
は
、
こ

の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
が
定
め
る
旧
規

則
に
相
当
す
る
規
程
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
請
求
書
と
み
な
す
。

（
山
梨
県
病
院
事
業
職
員
宿
舎
管
理
規
則
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
山
梨
県
病
院
事
業
職
員

宿
舎
管
理
規
則
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
納
入
通
知
書
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
は
、

地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
が
定
め
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
山
梨
県
病
院

事
業
職
員
宿
舎
管
理
規
則
に
相
当
す
る
規
程
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
納
入
通
知
書
と
み
な
す
。

（
山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

５

山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
六
の
項
を
削
り
、
七
の
項
を
六
の
項
と
し
、
八
の
項
か
ら
十
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
三
中
六
の
項
を
削
り
、
七
の
項
を
六
の
項
と
し
、
八
の
項
を
七
の
項
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
五
号

山
梨
県
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
公
報
発
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
中
「「
山
梨
県
公
報
」」
を
「
を
山
梨
県
公
報
」
に
、「
昭
和
二
十
五
年
九
月
山
梨
県
条
例
第

五
十
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
及
び
法
令
」
を
「
昭
和
二
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
二
号
）」

に
、「
外
、
左
の
各
号
に
」
を
「
ほ
か
、
次
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
定
期
発
行
日
が
休
日
（
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六

号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
若
し
く
は
一
月
四
日
若
し
く

は
五
日
に
当
た
る
場
合
又
は
登
載
す
る
事
項
が
な
い
場
合
は
、
休
刊
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
知
事
以
外
の
県
の
機
関
等
が
県
公
報
登
載
事
項
を
定
め
た
場
合
の
公
布
又
は
公
表
の
手
続
）

第
六
条
　
知
事
以
外
の
県
の
機
関
又
は
山
梨
県
住
宅
供
給
公
社
、
山
梨
県
土
地
開
発
公
社
、
山
梨
県
道

路
公
社
、
地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
若
し
く
は
公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学
（
以

下
こ
の
条
及
び
第
八
条
に
お
い
て
「
県
の
機
関
等
」
と
い
う
。）
が
山
梨
県
公
告
式
条
例
そ
の
他
の

法
令
又
は
定
款
に
基
づ
き
県
公
報
に
登
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
場
合
は
、
当
該
県
の
機
関
等
又
は

当
該
県
の
機
関
等
を
代
表
す
る
者
は
、
県
公
報
登
載
事
項
送
付
書
（
第
一
号
様
式
）
に
当
該
県
公
報

に
登
載
す
べ
き
事
項
の
写
し
二
通
を
添
え
て
知
事
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

県
の
機
関
等
が
、
県
公
報
に
登
載
す
べ
き
事
項
を
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
定
期
発
行
日
以
外
の
日

に
公
布
し
、
又
は
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
公
布
し
、
又
は
公
表
し
よ
う
と
す
る
日
の

四
日
前
（
当
該
日
か
ら
公
布
し
、
又
は
公
表
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
間
に
休
日
が
あ
る
場
合
は
、

当
該
休
日
を
除
く
。）
の
午
前
十
一
時
ま
で
に
、
私
学
文
書
課
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
選
挙
に
係
る
事
務
で
あ
つ
て
特
に
急
施
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
り
で

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

二



な
い
。

３

第
一
項
の
県
公
報
登
載
事
項
送
付
書
は
、
県
公
報
の
発
行
の
日
の
四
日
前
（
当
該
日
か
ら
公
布
し
、

又
は
公
表
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
間
に
休
日
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
休
日
を
除
く
。）
の
正
午
ま

で
に
、
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
選
挙
に
係
る
事
務
で
あ
つ
て
特
に
急
施
を
要
す
る

も
の
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
に
よ
る
県
公
報
登
載
事
項
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
登
載
事
項
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
知
事
以
外
の
県
の
機
関
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
送
付
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で

県
公
報
登
載
事
項
に
該
当
す
る
も
の
を
」
を
「
県
の
機
関
が
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
前
条
の
規

定
に
よ
る
登
載
事
項
を
除
く
。）
を
県
公
報
に
登
載
し
て
」
に
、「
当
該
機
関
」
を
「
当
該
県
の
機
関
又

は
当
該
県
の
機
関
を
代
表
す
る
者
」
に
改
め
、「
前
条
の
」
の
下
に
「
規
定
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
規
定
に
よ
る
登
載
依
頼
事
項
」
を
「
規
定
に
よ
り
登
載
を
依
頼
さ
れ
た
事
項
」
に
、「
す
み
や

か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、「
当
該
機
関
」
を
「
当
該
県
の
機
関
又
は
当
該
県
の
機
関
を
代
表
す
る

者
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
当
該
機
関
か
ら
送
付
又
は
依
頼
を
受
け
た
県
公
報
登
載
事
項
」
を
「
県
の
機
関
等
又
は

当
該
県
の
機
関
等
を
代
表
す
る
者
か
ら
送
付
さ
れ
、
又
は
登
載
を
依
頼
さ
れ
た
事
項
」
に
、「
当
該
機

関
に
」
を
「
当
該
県
の
機
関
等
又
は
当
該
県
の
機
関
等
を
代
表
す
る
者
に
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
前
月
分
の
登
載
事
項
」
を
「
前
月
に
登
載
し
た
事
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
左
の
各
号
に
」
を
「
た
だ
し
、
次
に
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
及

び
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
外
」
を
「
ほ
か
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
五
号
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
県
公
報
発
行
部
数
を
こ
え
て
」
を
「
県
公
報
の
発
行
部
数
を
超
え
て
」
に
、「
当
該

機
関
は
、
定
期
発
行
に
係
る
も
の
は
、
発
行
日
前
二
日
ま
で
に
、
臨
時
発
行
に
係
る
も
の
は
、
発
行
日
」

を
「
県
の
機
関
は
、
県
公
報
の
発
行
の
日
の
二
日
前
（
当
該
日
か
ら
発
行
の
日
ま
で
の
間
に
休
日
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
休
日
を
除
く
。）」
に
、「
場
合
」
を
「
場
合
に
お
い
て
」
に
、「
当
該
機
関
に
属
す
る

経
費
を
も
つ
て
支
弁
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
当
該
県
の
機
関
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
県
公
報
登
載
事
項
」
を
「
県
公
報
に
登
載
す
る
事
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
六
号

山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
号
様
式
、
第
四
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
中
「
、
山
梨
県
を
」
を
「
、

を
」
に
、

「
お
い
て
山
梨
県
を
」
を
「
お
い
て
　
　
　
　
　
を
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
七
号

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
山
梨
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
山
梨
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
山
梨
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年

山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）」
の
下
に
「
第
八
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
上
場

株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
、
同
法
」
を
加
え
る
。

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

三

、
山
梨
県
を

、
を

お
い
て
山
梨
県
を

県
公
報
登
載
事
項

県
公
報
に
登
載
す
る
事
項

お
い
て
　
　
　
　
　
を



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

四

第３号様式（第４条関係）



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
八
号

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
見
出

し
及
び
二
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
二
年
度
入
学
生
に
係
る
特
例
措
置
）

２

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
生
産
技
術
科
の
項
中
「
二
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
二
十

二
名
」
と
、「
四
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
二
名
」
と
、
同
表
電
子
技
術
科
の
項
中
「
三
十
名
」

と
あ
る
の
は
「
三
十
三
名
」
と
、「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
三
名
」
と
、
同
表
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
科
の
項
中
「
二
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
四
名
」
と
、「
四
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
四
名
」

と
、
同
表
情
報
技
術
科
の
項
中
「
三
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
五
名
」
と
、「
六
十
名
」
と
あ
る

の
は
「
六
十
五
名
」
と
す
る
。

３

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
生
産
技
術
科
の
項
中
「
四
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十

二
名
」
と
、
同
表
電
子
技
術
科
の
項
中
「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
三
名
」
と
、
同
表
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
科
の
項
中
「
四
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
四
名
」
と
、
同
表
情
報
技
術
科
の
項
中
「
六
十

名
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
五
名
」
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
三
、
二
○
○
円
」
を
「
三
、
三
○
○
円
」
に
、「
四
、
八
○
○
円
」
を
「
四
、
九
○

○
円
」
に
、「
六
、
五
○
○
円
」
を
「
六
、
六
○
○
円
」
に
、「
八
、
一
○
○
円
」
を
「
八
、
三
○
○
円
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
九
号

山
梨
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
土
地
改
良
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
土
地
改
良

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨

県
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四
　
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業

（
山
梨
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
七
号
及
び
第
八
号
中
「
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
」
を

「
基
幹
農
道
整
備
事
業
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
五
号
の
次
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

十
六
　
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業
（
知
事
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
地
区

に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

十
八
分
の
七

十
七
　
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

十
分
の
九

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三
　
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
　
削
除

別
表
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

五



二
十
六
の
二
　
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
交
付
手
数
料

二
十
六
の
三
　
収
支
報
告
書
等
の
写
し
の
交
付
手
数
料

別
表
第
百
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
四
　
保
健
所
の
試
験
の
成
績
書
又
は
証
明
書
の
交
付
手
数
料

別
表
第
百
六
号
中
「（
集
団
検
診
又
は
集
団
検
査
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

別
表
第
百
九
号
及
び
第
百
十
号
中
「
衛
生
公
害
研
究
所
」
を
「
衛
生
環
境
研
究
所
」
に
改
め
る
。

別
表
第
百
四
十
三
号
の
二
を
削
る
。

別
表
中
第
二
百
九
十
七
号
の
十
三
を
第
二
百
九
十
七
号
の
十
五
と
し
、
第
二
百
九
十
七
号
の
五
か
ら

第
二
百
九
十
七
号
の
十
二
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
九
十
七
号
の
四
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

二
百
九
十
七
の
五
　
汚
染
土
壌
処
理
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料

二
百
九
十
七
の
六
　
汚
染
土
壌
処
理
業
変
更
許
可
申
請
手
数
料

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
八
号
の
改
正
規
定
は
、

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
の
登

記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学
が
成
立
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

六


